
会長インタビュー

嶋田貫一氏（高橋木箱製作所社長）

重
大
な
問
題
を
真
剣
に
議
論

　
―
東
東
京
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研

究
会

マ
ネ
研

の
会
長
に
就

任
し
て
９
年
目
と
な
り
ま
す
。

マ
ネ
研
の
魅
力
か
ら
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
。

　
「
各
会
員
に
色
気
が
な
い

こ
と
が
魅
力
の
一
つ
と
言
え

る
。
会
員
間
で
共
同
開
発
な
ど

に
乗
り
だ
し
、
事
業
に
生
か
そ

う
と
い
う
考
え
は
な
く
、
会
員

同
士
が
経
営
の
悩
み
や
課
題
を

話
し
合
う
場
に
な
っ
て
い
ま

す
。
幸
い
に
し
て
会
員
企
業
に

同
業
者
は
少
な
く
、
事
業
が
バ

ッ
テ
ィ
ン
グ
し
て
い
な
い
こ
と

も
活
動
を
円
滑
に
し
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
」

　
「
ま
た
新
聞
社
が
事
務
局
を

務
め
て
い
る
点
も
魅
力
で
す
。

講
演
会
や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
日

刊
工
業
新
聞
社
の
記
者
が
紙
面

で
は
書
け
な
い
よ
う
な
興
味
深

い
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
ま

す
。
ま
た
著
名
人
に
講
演
を
お

願
い
す
る
場
合
や
、
大
企
業
の

工
場
な
ど
を
見
学
す
る
場
合

も
、
日
刊
工
業
新
聞
の
知
名
度

を
生
か
せ
ば
依
頼
し
や
す
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
」

　
―
各
行
事
の
活
動
内
容
は
現

状
の
ま
ま
で
十
分
で
す
か
。

　
「
工
場
見
学
会
は
年
１
回
開

き
、
工
場
や
大
学
な
ど
２
カ
所

を
訪
ね
て
い
ま
す
。
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
上
手
に
組
め
ば
、
３
カ

所
を
回
る
こ
と
も
可
能
で
し
ょ

う
。
ま
た
講
師
を
招
い
て
の
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
は
年
２
回
開
催
し
て

い
ま
す
が
、
例
え
ば
会
員
５
人

程
度
が
参
加
す
る
ミ
ニ
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
な
ど
も
企
画
し
、
頻
度
よ

く
ゼ
ミ
を
開
け
ば
さ
ら
に
会
が

活
性
化
し
て
い
く
と
思
い
ま

す
」

　
―
講
演
会
や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
い
か
が
で

す
か
。

　
「
日
本
と
い
う
国
は
本
当
に

大
丈
夫
な
の
か
、
と
い
う
疑
問

を
抱
か
せ
る
状
況
は
戦
後
初
め

て
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
例

え
ば
社
会
保
障
と
税
制
の
問

題
。
消
費
税
率
を
引
き
上
げ
な

け
れ
ば
、
子
供
た
ち
の
将
来
に

大
き
な
負
担
を
か
け
る
こ
と
は

目
に
見
え
て
い
ま
す
。
消
費
税

増
税
を
有
権
者
が
容
認
す
る
ム

ー
ド
に
な
っ
た
の
も
、
私
が
知

る
と
こ
ろ
初
め
て
で
す
。
こ
う

し
た
重
大
な
問
題
を
講
師
と
と

も
に
真
剣
に
議
論
で
き
る
よ
う

な
講
演
会
、
ゼ
ミ
ネ
ー
ル
が
あ

っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
」

　
―
東
京
電
機
大
学
が
足
立
区

に
、
東
京
理
科
大
学
が
葛
飾
区

に
新
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
設
す
る

ほ
か
、
墨
田
区
も
大
学
誘
致
を

決
め
ま
し
た
。
大
学
と
の
産
学

交
流
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
「
産
学
が
連
携
し
な
け
れ
ば

乗
り
越
え
ら
れ
な
い
課
題
は
あ

る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
当
社

高
橋
木
箱
製
作
所
は
東
京
大

学
と
共
同
で
竹
製
の
ク
ギ
を
開

発
し
ま
し
た
が
、
わ
れ
わ
れ
企

業
の
考
え
と
大
学
の
考
え
が
ま

っ
た
く
異
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。技
術
開
発
力
を
高
め
た
り
、

企
業
に
刺
激
を
与
え
る
た
め
に

も
、
中
小
企
業
が
大
学
に
近
づ

い
て
い
く
こ
と
は
大
事
で
す
」

　
―
新
規
会
員
の
確
保
も
今
後

の
課
題
に
な
り
ま
す
。

　
「
新
規
会
員
を
既
存
会
員
が

大
事
に
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
既
存
会
員
が
積
極
的
に
新

規
会
員
に
近
付
き
、
密
に
情
報

交
換
し
て
い
く
姿
勢
が
ま
ず
は

大
事
だ
と
考
え
ま
す
」

特
集
・
挑
戦
す
る
日
本
の
経
営
者
た
ち

東東京マネジメント研究会元気企業活力の源
下
町
な
ら
で
は
の
温
か
さ

昨
年

月
、新
日
鉄
君
津
製
鉄
所
を
見
学

４
部
会
で
多
様
な
企
画

年

月
、
安
全
・
安
心
」
を
テ

ー
マ
に
千
葉
大
学
環
境
健
康
フ
ィ

ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー
を
見
学

　
東
京
・
城
東
地
区
の
中
堅
・
中

小
企
業
を
中
心
に
構
成
す
る
異
業

種
交
流
会
「
東
東
京
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
研
究
会

略
称

マ
ネ
研

」

嶋
田
貫
一
会
長

高
橋
木
箱
製

作
所
社
長

―
。
バ
ブ
ル
崩
壊
後

の
１
９
９
４
年
に
発
足
し
、
今
年

度
で

年
目
を
迎
え
る
。
会
員
数

は
約

人
で
、
多
種
多
様
な
異
業

種
の
経
営
者
ら
が
親
睦
を
深
め
、

自
己
研
鑚
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

け
ん
さ
ん

て
い
る
。
と
い
っ
て
も
、
決
し
て

堅
苦
し
い
会
で
は
な
い
。
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
や
工
場
見
学
会
の
ほ
か
、
ゴ

ル
フ
大
会
な
ど
も
開
催
。
会
員
同

士
が
本
音
・
本
気
で
語
り
合
え
る

な
ど
、
東
京
・
下
町
な
ら
で
は
の

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
、
新
規
入
会
者
も
温
か
く
迎
え

入
れ
る
気
さ
く
な
会
だ
。

◇
　
　
◇

　
マ
ネ
研
は
、
ク
レ
ー
ン
や
プ
レ

ス
機
、
ポ
ン
プ
、
油
・
空
圧
機

器
、
バ
リ
取
り
装
置
な
ど
、
多
種

多
様
な
企
業
が
加
入
し
て
い
る
。

独
自
製
品
や
独
自
技
術
を
武
器

に
、
バ
ブ
ル
崩
壊
、

空
白
の

年

、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
も

乗
り
越
え
て
き
た
元
気
企
業
ば
か

り
だ
。
マ
ネ
研
は
こ
う
し
た
会
員

同
士
の
共
同
開
発
や

共
同
事
業
と
い
っ
た

協
業
を
目
指
す
組
織

で
は
な
く
、
会
員
の

経
営
者
ら
が
親
睦
を

深
め
な
が
ら
経
営
上

の
課
題
や
悩
み
な
ど

を
語
り
合
い
、
経
営

の
ヒ
ン
ト
を
見
い
だ

し
た
り
バ
ラ
ン
ス
感

覚
を
保
っ
た
り
す
る

場
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
。

　
マ
ネ
研
の
活
動
は

四
つ
の
部
会
が
運
営

し
て
い
る
。
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
な
ど
の
勉
強
会

を
企
画
・
運
営
す
る

「

世
紀
部
会
」

川
村
欽
一
部
会
長

小
松
川
化
工
機
社
長

、
工
場

見
学
会
や
他
の
組
織
と
の
交
流
を

企
画
・
実
行
す
る
「
交
流
部
会
」

宇
津
野
和
俊
部
会
長

菊
川
工

業
会
長

、
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど
を

企
画
・
運
営
す
る
「
親
睦
部
会
」

水
谷
和
夫
部
会
長

水
谷
電
機

工
業
会
長

、
マ
ネ
研
の
組
織
、

運
営
に
か
か
わ
る
総
務
全
般
を
担

当
す
る
「
総
務
部
会
」

西
木
秀

麿
部
会
長

東
京
経
営
者
協
会
常

任
理
事

を
設
置
し
、
活
発
に
活

動
し
て
い
る
。

見
学
会
が
好
評

　
こ
れ
ら
各
部
会
が
企
画
す
る
年

間
事
業
は
、
総
会
お
よ
び
記
念
講

演
会

年
１
回

、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

年
２
回

、
工
場
見
学
会

年

１
回

、
ゴ
ル
フ
大
会

年
２

回

な
ど
。
中
で
も
工
場
見
学
会

が
好
評
で
、
大
型
バ
ス
を
借
り
切

っ
て
朝
か
ら
夕
方
ま
で
大
企
業
の

工
場
や
大
学
研
究
所
な
ど
を
見
学

し
、
夜
は
懇
親
会
で
会
員
間
の
交

流
を
深
め
て
い
る
。

　
こ
の
２
年
間
は
千
葉
県
で
見
学

会
を
行
い
、
２
０
０
９
年
度
は
千

葉
大
学
環
境
健
康
フ
ィ
ー
ル
ド
科

学
セ
ン
タ
ー

柏
市

と
ラ
イ
オ

ン
千
葉
工
場

市
原
市

を
訪
ね

た
。
千
葉
大
の
同
セ
ン
タ
ー
は
、

例
え
ば
自
然
と
触
れ
合
い
な
が
ら

治
療
す
る
園
芸
療
法
、
漢
方
療
法

な
ど
興
味
深
い
研
究
を
行
っ
て
い

る
ほ
か
、
わ
ず
か
数
人
で
大
量
の

野
菜
を
安
定
生
産
で
き
る
シ
ス
テ

ム
な
ど
も
備
え
る
。

　
一
方
、
ラ
イ
オ
ン
千
葉
工
場
で

は
、
一
日
６
万

も
製
造
で
き
る

生
産
ラ
イ
ン
な
ど
を
見
学
。
１
箱

ず
つ
き
ち
ん
と
洗
剤
用
ス
プ
ー
ン

が
入
っ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
カ

メ
ラ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
な
ど
、
安
心

・
安
全
に
配
慮
し
た
生
産
の
説
明

を
受
け
た
。

　
マ
ネ
研
の
嶋
田
会
長
は
「
千
葉

大
学
で
は
自
然
が
持
つ
力
を
、
ラ

イ
オ
ン
で
は
そ
れ
と
は
対
照
的
な

先
端
技
術
を
見
学
で
き
た
」
と
語

り
、
参
加
者
か
ら
は
日
常
と
異
な

る
世
界
を
一
度
に
回
っ
た
見
学
会

に
感
激
の
声
も
聞
か
れ
た
。

製
鉄
の
現
場
へ

　
２
０
１
０
年
度
の
工
場
見
学
先

は
新
日
本
製
鉄
君
津
製
鉄
所

千

葉
県
木
更
津
市

と
ト
ー
ヨ
ー
カ

ネ
ツ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
千
葉
事

業
所
同
。
製
鉄
所
単
位
の
粗
鋼

生
産
量
で
は
世
界
最
大
の
君
津
製

鉄
所
で
は
、
高
度
な
情
報
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
高
精
度
鋼
鈑
が
整
然
と

生
産
さ
れ
る
様
子
を
目
の
当
た
り

に
。
一
方
の
ト
ー
ヨ
ー
カ
ネ
ツ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
で
は
自
動
倉
庫

シ
ス
テ
ム
「
マ
ル
チ
シ
ャ
ト
ル
」

な
ど
を
見
学
。
同
社
は
生
協
な
ど

の
流
通
業
や
空
港
、
食
品
メ
ー
カ

ー
な
ど
に
数
多
く
の
物
流
シ
ス
テ

ム
を
納
入
し
た
実
績
を
誇
り
、
マ

ル
チ
シ
ャ
ト
ル
は
製
品
の
保
管
機

能
が
主
体
だ
っ
た
従
来
の
自
動
倉

庫
の
概
念
を
変
え
た
シ
ス
テ
ム
。

製
品
の
入
出
庫
、
ピ
ッ
キ
ン
グ
、

補
充
、
仕
分
け
の
４
機
能
を
併
せ

持
ち
、
従
来
シ
ス
テ
ム
と
比
べ
て

％
の
省
ス
ペ
ー
ス
化
、
最
大
３

倍
の
処
理
能
力
を
実
現
し
た
。
同

社
の
本
社
は
東
京
都
江
東
区
に
あ

り
、
マ
ネ
研
会
員
で
も
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
マ
ネ
研
で
特
徴
的
な

の
は
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
な
ど
を
通
じ

て
日
刊
工
業
新
聞
社
の
記
者
ら
と

の
交
流
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い

る
点
だ
。
新
聞
社
が
マ
ネ
研
事
務

局
で
あ
る
利
点
を
最
大
限
に
生
か

し
、
昨
春
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
写

真
部
副
部
長
、
Ｉ
Ｔ
業
界
を
担
当

す
る
編
集
委
員
、
住
宅
・
不
動
産

業
界
の
担
当
記
者
が
各
業
界
の
動

向
や
取
材
の
裏
話
な
ど
を
披
露
し

た
。

　
写
真
部
副
部
長
は
、
細
川
護
煕

連
立
政
権
誕
生
時
に
各
党
党
首
が

握
手
し
て
い
る
写
真
を
揚
げ
、
歴

史
的
瞬
間
に
立
ち
会
え
る
カ
メ
ラ

マ
ン
の
魅
力
を
紹
介
し
た
。
ま
た

Ｉ
Ｔ
担
当
の
編
集
委
員
は
、
取
材

先
の
社
長
交
代
を
一
日

で
も
早
く
ス
ク
ー
プ
し

た
い
記
者
と
、
正
式
発

表
ま
で
秘
密
に
し
た
い

企
業
と
の
攻
防
を
自
ら

の
体
験
を
交
え
な
が
ら

話
し
、
住
宅
・
不
動
産

担
当
記
者
は
業
界
の
生

き
残
り
策
な
ど
を
紹

介
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
終
了

後
は
記
者
ら
と
参
加
者

が
親
睦
の
和
を
広
げ

た
。

　
ま
た
昨
春
の
総
会
後

の
記
念
講
演
会
で
は
、

新
聞
記
事
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や
見
出

し
を
決
め
る
整
理
部
の
副
部
長
、

環
境
問
題
を
担
当
す
る
記
者
、
大

学
担
当
記
者
が
講
演
し
、
新
聞
紙

上
だ
け
で
は
読
み
取
れ
な
い
業
界

裏
話
な
ど
に
参
加
者
は
熱
心
に
耳

を
傾
け
た
。

大
学
と
交
流
も

　
東
京
・
下
町
の
異
業
種
交
流
会

「
マ
ネ
研
」
―
。
い
わ
ゆ
る
仲
良

し
ク
ラ
ブ
で
は
な
く
、
会
員
同
士

の
心
の
つ
な
が
り
、
本
音
・
本
気

で
語
り
合
え
る
会
を
目
指
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
行
事
を
展
開
し
て
い

る
。
こ
の
下
町
で
は
、

年
に
東

京
電
機
大
学
が
足
立
区
に
、

年

に
東
京
理
科
大
学
が
葛
飾
区
に
新

キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
設
し
、
墨
田
区

も
こ
の
ほ
ど
大
学
誘
致
を
決
め

た
。
マ
ネ
研
と
こ
れ
ら
大
学
と
の

産
学
交
流
を
活
発
化
さ
せ
る
た

め
、
す
で
に
理
科
大
か
ら
講
師
を

招
い
た
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
な
ど
も
開
い

て
い
る
。
発
足

年
目
と
な
る
来

年
度
は
、
マ
ネ
研
に
と
っ
て
活
動

領
域
の
拡
大
に
向
け
た
大
き
な
節

目
の
年
に
な
る
。

概　要
◇１９９４年（平６）２月 日設立　会員数　４１人　
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